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要約  

・ 近年、自宅やウェブを利用した心リハのオプションも提案されてい

たが、ポジションペーパーには残念ながらこれらのことが欠落して

いる。 

・ COVID-19 パンデミックにより、自宅で実施する心リハが奨励される

ており、新しい実践的介入方法の早急な検討が必要である。 

・ 米国心血管呼吸リハビリ協会は、デジタルアプローチの促進や自

宅で実施する心リハの提供を奨励する為、革新的なデリバリーモ

デル共同研究を設立した。 

・ 革新的な提供方法導入の際には患者側のバリアや提供方法の評

価が不十分であることへの注意が必要である。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？  

・ COVID-19 パンデミックにより、在宅心リハや新しいデジタルアプロ

ーチの促進ならびに早急な検討が望まれる。 

・ 革新的な心リハを導入するには、患者側および医療者側の両方

のバリアが存在することを十分考慮する必要がある。 


